
２００ラ愛知

板(1)平成１５年１０月１５日 第３８７号愛

に
つ
い
て
帥
分

高
柳
一
男
講
師

②
建
築
板
金
施
工
法帥

分

（
用
語
の
解
説
）

石
原
晴
久
講
師

補
助
波
多
野
丞
児

③
銅
板
屋
根
の
諸
特
性

印
分

石
原
晴
久
講
師

補
助
赤
池
高
義

側
雨
樋
施
工
法
卯
分

神
谷
聡
講
師

補
助
片
山
雅
博

⑤
質
疑
応
答
妬
分

西
俣
保
証
委
員
長

松
代
技
研
委
員
長

ｊ
ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｊ

の
で
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

所
で
こ
の
資
格
を
活
か
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
し
て
県
板
の
保
証
事

業
が
さ
ら
に
進
展
す
る
事
を
期
待

す
る
。講

習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

愛
知
県
板
は
責
任
施
工
・
保
証

制
度
の
盗
格
を
取
得
す
る
為
の
諦

習
会
を
９
月
訂
・
躯
日
の
二
日
間

を
か
け
て
、
岡
崎
技
術
工
学
院
に

て
実
施
し
た
。
こ
の
企
画
運
営
は

保
証
委
員
会
が
担
当
し
、
講
師
は

技
術
研
究
委
員
会
が
務
め
た
。

県
内
か
ら
四
名
の
受
講
者
が
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
後
継
者
の
若
者

貼
る
、
封
筒
に
貼
る
。
思
い
つ
く

事
は
何
で
も
し
て
み
て
下
さ
い
。

そ
し
て
そ
の
時
「
愛
・
地
球
博
」

と
建
築
板
金
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
全
国
か
ら
の
同
業
者

の
仲
間
を
迎
え
る
べ
く
、
妬
年
５

月
に
向
け
て
、
愛
知
県
板
の
み
な

さ
ん
は
、
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
機

会
に
大
き
な
目
標
を
つ
か
ん
で
下

さ
い
。
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帖
全
板
愛
知
大
会

ロ
ゴ
マ
ー
ク

上
段
【
赤
】
は
太
陽
、
中
段
【
緑
】
は
風
、
下
段
【
青
】

は
水
を
表
す
。

全国建築板金業者大会

か
、
又
、
仕
事
の
中
に
ど
の
様
に

取
り
入
れ
て
い
け
る
の
か
考
え
て

み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皿
月
に
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
組
合
員
の
皆
さ
ん
に

配
布
い
た
し
ま
す
。
こ
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
何
処
に
貼
れ
ば
い
い
の
か
、

効
果
が
出
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
考
え
て
下
さ
い
。
携
帯
電

話
に
貼
る
、
車
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
に

誌
鶏
蕊
罰
町

全
板
愛
知
大
会
は
、
愛
知
万
博

の
年
に
開
催
す
る
べ
く
そ
の
時
期

を
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
万

博
を
通
じ
て
全
国
の
板
金
業
者
が

愛
知
に
目
を
向
け
て
く
れ
る
と
い

う
期
待
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の

万
博
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
の
叡
智
」
。

か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
、
今
の

環
境
か
ら
将
来
に
向
け
て
、
ど
う

や
っ
て
守
っ
て
い
っ
た
ら
良
い
か

を
問
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
帖
全
板
愛
知
大
会
実
行

委
員
会
は
、
地
球
環
境
を
テ
ー
マ

に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
追
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の

中
か
ら
紙
面
左
下
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

太
陽
・
空
気
回
・
水
を
表
わ
し

た
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
ま
さ
に

テ
ー
マ
と
合
致
し
、
躍
動
感
の
あ

る
形
と
明
る
い
色
彩
は
、
板
金
業

界
の
未
来
を
象
徴
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
私
た
ち
は
、
建
築
板
金
の

仕
事
を
通
じ
て
、
地
球
環
境
に
ど

う
貢
献
し
て
い
け
る
か
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
き
っ

か
け
を
作
っ
て
く
れ
る
の
が
こ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。
太
陽
・
空
気
・

水
に
ど
う
関
わ
り
合
い
が
で
き
る

で
あ
っ
た
ｃ
三
年
ぶ
り
に
実
施
す

る
講
習
会
で
あ
る
の
で
、
も
う
少

し
多
く
の
受
講
者
を
予
定
し
て
い

た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
通
り
二
日
間
の

講
習
が
終
り
、
西
俣
保
証
委
員
長

よ
り
受
講
者
全
員
に
修
了
証
が
手

渡
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
保
証

書
を
申
請
す
る
資
格
が
得
ら
れ
た

雲妻

制
度

一
這
雲

訪缶

傍
あ
い
さ
つ
す
る
謂
藤
理
事
長

傍
講
習
会
風
景
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、
保
証
申
請
に
つ
い
て
、
委
員
は

年
に
１
件
以
上
必
ず
申
請
す
る

事
を
申
し
合
わ
せ
る
。

，
今
後
、
講
習
会
等
の
参
加
者
申

込
書
に
「
生
年
月
日
」
柵
を
入

れ
る
事
に
す
る
。

一
総
務
委
員
会
一

開
催
日
時
９
月
３
日
午
後
３
時

出
席
者
Ⅲ
名

川
組
合
員
名
簿
（
更
新
）
作
成
に

つ
い
て

・
広
告
に
つ
い
て
現
在
弱
社
の
協

賛
を
得
て
い
る
。
５
年
前
の
更

新
時
と
比
べ
る
と
若
干
少
な
い

の
で
、
未
回
答
の
社
に
再
度
依

頼
す
る
。

・
名
簿
表
紙
の
色
・
デ
ザ
イ
ン
等

を
決
定
し
た
。

・
名
簿
は
卵
音
順
に
掲
載
す
る
。

・
役
員
名
簿
、
各
委
員
会
名
簿
の

他
に
技
能
士
会
役
員
と
全
板
大

会
実
行
委
員
会
及
び
部
会
の
名

簿
も
掲
載
す
る
。

側
組
合
章
マ
ー
ク
に
つ
い
て

・
現
在
の
マ
ー
ク
は
県
章
を
借
用

し
て
い
る
の
で
改
め
た
い
。
名

簿
発
刊
に
間
に
合
う
様
に
全
組

合
員
か
ら
新
し
い
マ
ー
ク
を
募

集
す
る
。

③
委
員
長
会
議
の
報
告
に
つ
い
て

・
８
月
幻
日
開
催
さ
れ
た
委
員
長

会
議
の
内
容
を
報
告
。

剛
そ
の
他

。
「
責
任
施
工
保
証
制
度
」
支
部

別
集
計
表
及
び
保
証
書
発
行
リ

｜
技
能
委
員
会
一

開
催
日
時
９
月
９
日
午
後
３
時

出
席
者
過
名

川
愛
知
県
技
能
士
会
連
合
会
功
労

者
表
彰
の
推
薦
に
つ
い
て

・
表
彰
蛙
準
５
年
以
上
会
員
の

構
成
員
で
技
能
士
会
の
発
展
に

功
絃
の
あ
っ
た
者
。

・
第
閃
回
愛
知
県
職
業
能
力
開
発

促
進
大
会
の
表
彰
候
補
者
と
し

て
４
名
を
推
薦
し
た
。

・
技
能
士
会
功
労
者
推
薦
に
つ
い

て
は
、
愛
知
県
板
金
技
能
士
会

役
員
会
が
先
日
８
月
肥
日
に
正

式
に
設
置
さ
れ
た
が
、
当
分
の

間
は
当
技
能
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
技
能
士
会
と
共
同
歩
調

を
と
り
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。

②
あ
い
ち
技
能
プ
ラ
ザ
２
０
０
３

の
開
催
に
つ
い
て

・
開
催
日
ｕ
月
８
出
・
９
口
日

場
所
吹
上
ホ
ー
ル

搬
入
日
ｎ
月
７
日

・
役
割
分
担
は
昨
年
に
準
じ
て
行

》
つ
０

・
技
能
士
会
役
員
は
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
う
。

委
員
会
報
告

一
一

開
催
日
時
９
月
過
日
午
後
３
時

出
席
者
ｎ
名
欠
席
３
名

仙
県
板
共
済
加
入
促
進
に
つ
い
て

前
回
の
委
員
会
と
同
様
に
、
こ

の
こ
と
を
重
点
項
目
と
し
て
審

議
し
た
。

・
県
板
共
済
制
度
が
発
足
し
て
以

来
加
入
率
が
減
少
し
て
い
た
が
、

本
年
９
月
の
更
新
時
点
で
初
め

て
増
加
し
た
。

・
各
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
は

全
員
の
加
入
を
目
標
と
す
る
。

・
県
板
全
体
の
加
入
率
は
狸
％
で

あ
る
が
、
支
部
別
に
見
て
み
る

と
蛇
％
の
支
部
か
ら
０
％
の
支

部
ま
で
あ
る
。
今
後
、
加
入
率

の
低
い
支
部
の
加
入
促
進
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。

・
次
回
の
委
員
会
に
お
い
て
各
委

員
は
促
進
結
果
を
報
告
す
る
。

｜
‐
冨
幽
委
冨
『

開
催
日
時
９
月
８
日
午
後
３
時

出
席
者
Ⅲ
名

川
平
成
帽
年
度
保
証
制
度
「
資
格

取
得
講
習
会
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
つ
い
て

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
風
荷
重
を
追

加
す
る
。

・
委
員
は
原
則
と
し
て
全
員
参
加

す
る
。

②
視
察
研
修
に
つ
い
て

・
㈲
建
造
の
馬
場
喜
郎
氏
宅
（
新

城
市
）
で
視
察
研
修
を
実
施
す

る
。
時
期
は
ｎ
月
中
旬
を
予
定

す
る
。

③
そ
の
他

・
県
板
共
済
未
加
入
の
委
員
に
加

入
を
促
し
た
。

②
全
国
板
金
業
国
民
年
金
基
金
へ

の
加
入
促
進
に
つ
い
て

、
加
入
対
象
者

板
金
業
に
従
事
し
て
い
る
個

人
事
業
主
、
そ
の
配
偶
者
、
従

業
員
で
如
才
以
上
印
才
未
満
の

方
。

・
掛
金

選
択
す
る
給
付
金
の
型
、
男

女
の
別
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

・
終
身
年
金
Ａ
型
、
Ｂ
型
の
２
種

類
か
ら
選
択
す
る
。

・
師
才
支
給
開
始
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
年
金
が
受
け
取
れ
る
。

・
現
在
、
帥
才
の
満
期
到
達
者
が

多
く
、
新
規
加
入
者
が
少
な
い

の
で
全
体
数
が
減
少
し
て
い
る
。

同
基
金
よ
り
愛
知
県
板
に
８
月

分
と
し
て
５
名
の
加
入
依
頼
が

き
て
い
る
。

・
同
基
金
よ
り
毎
月
、
未
加
入
者

リ
ス
ト
が
送
付
さ
れ
て
く
る
の

で
、
こ
れ
を
元
に
加
入
促
進
を

す
る
。
特
に
今
回
は
該
当
す
る

未
加
入
者
に
委
員
が
直
接
ア
タ
ッ

ク
し
、
そ
の
結
果
に
期
待
を
望

み
た
い
。

③
全
国
板
金
業
国
民
健
康
保
険
に

つ
い
て

・
当
組
合
の
構
成
員
で
他
の
国
保

の
加
入
者
が
い
れ
ば
全
板
国
保

へ
の
変
更
を
依
頼
す
る
。

。
国
保
保
険
料
の
未
納
者
に
対
し

期
日
内
納
入
を
強
く
促
す
。

ス
ト
の
概
要
を
説
明
。

．
「
県
板
共
済
」
の
通
年
度
加
入

状
況
の
説
明
。

．
「
尾
張
名
古
屋
の
職
人
展
」
の

概
要
を
説
明
。

、
焔
年
新
年
懇
親
会
は
尾
彊
フ
ロ
ッ

ク
が
担
当
し
、
１
月
肥
日
⑧

「
豊
泉
閣
」
に
て
開
催
す
る
。

、
次
回
の
総
務
委
員
会
は
加
月
肥

日
附
と
す
る
。

技
術
研
究
委
員
会

開
催
日
時
９
月
別
日
午
後
３
時

出
席
者
７
名

・
今
期
の
活
動
方
針
と
し
て
、
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
の
研
究
を

行
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

ま
ず
委
員
が
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談

員
の
研
修
会
に
参
加
し
て
、
今

後
の
活
動
内
容
を
決
め
る
事
に

し
た
。

、
日
新
工
業
㈱
の
ル
ー
フ
ィ
ン
グ

が
全
板
連
の
指
定
商
品
に
認
定

さ
れ
た
事
を
受
け
て
、
愛
知
県

板
に
お
い
て
も
購
入
の
斡
旋
を

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

当
委
員
会
が
そ
の
担
当
を
す
る

事
と
し
た
。

経
営
研
究
委
員
会

・
製
作
指
導
担
当
者

銅
板
表
札
今
井
委
員

レ
リ
ー
フ
佐
藤
担
当
役
員

鉢
受
皿
加
納
委
員
長

・
今
回
額
縁
を
希
望
者
に
皿
円
で

販
売
す
る
。
帥
個
ま
で
。

・
今
回
新
た
に
展
示
す
る
も
の
は
、

西
三
板
金
連
合
会
青
年
部
が
製

作
し
た
銅
板
、
ア
ル
ミ
、
真
ち
ゅ

う
製
の
折
鶴
と
馬
場
喜
郎
氏
製

作
の
丸
型
銅
壷
一
式
。

・
昨
年
と
同
じ
く
出
品
料
３
万
円

と
協
賛
金
３
万
円
を
拠
出
す
る
。

・
出
品
計
画
書
は
昨
年
に
準
じ
た

内
容
で
提
出
す
る
。

③
技
能
士
会
連
合
会
の
研
修
会
に

つ
い
て

・
視
察
先
国
盛
・
酒
の
文
化
龍
・

中
部
国
際
空
港
ク
ル
ー
ズ
等
。

・
４
名
の
委
員
が
参
加
す
る
事
と

な
り
、
そ
の
参
加
費
は
県
板
で

負
担
す
る
。

仰
そ
の
他

・
県
板
共
済
に
未
加
入
の
委
員
に

加
入
依
頼
。

・
保
証
制
度
の
保
証
申
請
を
依
頼
。

・
技
能
検
定
実
技
試
験
実
施
の
反

省
。
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名
古
屋
板
金
連
合
会

そ
の
後
の
セ
ン
ト
レ
ア

山
本
清
氏
が
職
業
訓
練
の
推
進

に
尽
力
し
た
功
が
認
め
ら
れ
、
今

年
４
月
に
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

そ
の
祝
賀
会
が
９
月
虹
日
に
岡
崎

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開

か
れ
加
名
が
集
っ
た
。

式
典
は
岡
崎
板
金
工
業
組
合
長

の
高
柳
一
男
氏
の
開
会
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
こ
の
会
の
発
起
人
を
代

表
し
て
内
山
英
臣
氏
が
ユ
ー
モ
ア

を
ま
じ
え
て
挨
拶
を
し
た
。
そ
の

中
で
、
山
本
氏
の
修
業
中
の
同
僚

で
あ
り
良
き
ラ
イ
バ
ル
の
石
原
瑛

司
氏
が
病
気
療
養
中
で
あ
り
な
が

ら
車
椅
子
で
出
席
し
て
く
れ
た
事

に
感
謝
し
た
。
又
、
石
原
氏
も
以

前
に
同
様
の
受
章
を
し
て
お
り
、

兄
弟
弟
子
二
人
が
受
章
す
る
事
は

非
常
に
め
ず
ら
し
い
と
も
述
べ
た
。

そ
し
て
受
章
の
影
に
は
奥
様
の
大

き
な
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
と
い
う

事
で
、
こ
の
後
の
挨
拶
の
中
で
、

ぜ
ひ
奥
様
に
感
謝
の
言
葉
を
か
け

て
ほ
し
い
と
注
文
を
つ
け
た
。

Ⅲ
Ⅲ
黄
綬
褒
賞
受
章
Ⅲ
Ｉ

し
あ
い
さ
つ
す
る
山
本
清
氏

山
漁
涛
氏
倣
祝

中
に
博
物
館
「
酢
の
里
」
が
造
ら

れ
て
い
た
。
ま
ず
、
ホ
ー
ル
に
お

い
て
会
社
の
歴
史
（
創
業
剛
年
）

と
商
品
紹
介
、
酢
の
持
つ
効
能
な

ど
を
映
像
を
交
え
た
説
明
で
聞
き
、

工
場
内
を
見
学
し
た
。

昼
近
く
、
酢
の
里
を
後
に
し
半

田
市
内
の
和
食
処
「
華
暁
」
で
昼

食
後
、
常
滑
に
向
か
っ
た
。
途
中
、

ご
ん
狐
の
童
話
で
お
な
じ
み
の

「
新
美
南
吉
記
念
館
」
に
立
ち
寄

り
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
新
美

正
八
（
享
年
羽
才
、
没
後
帥
年
）

の
生
涯
に
ふ
れ
る
事
が
出
来
た
。

３
時
前
に
「
セ
ン
ト
レ
ァ
館
情

報
コ
ー
ナ
ー
」
に
到
着
し
、
ホ
ー

ル
で
工
事
の
進
み
具
合
や
空
港
の

概
要
の
説
明
を
聞
い
た
。
予
定
よ

り
少
し
早
く
専
用
バ
ス
に
乗
り
連

絡
橋
を
渡
り
空
港
島
に
入
っ
た
。

前
回
、
海
上
か
ら
の
見
学
時
は
、

土
木
重
機
が
乱
立
し
、
埋
め
立
て

$､ヱ貢:、
､､ぷ:誌議

最
終
段
階
だ
っ
た
が
、
今
は
管
制

塔
や
幾
つ
か
の
付
帯
建
屋
も
完
成

し
て
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
本
館
と
国

際
・
国
内
線
両
ウ
イ
ン
グ
の
外
装

工
事
が
真
っ
盛
り
で
あ
っ
た
。
空

港
島
南
端
の
仮
設
展
望
台
か
ら
見

渡
し
、
改
め
て
島
の
広
大
さ
を
実

感
し
た
。
滑
走
路
は
、
ほ
ぼ
出
来

上
が
っ
て
い
る
様
に
見
え
た
。
そ

の
滑
走
路
の
上
を
走
っ
て
島
内
を

一
周
し
セ
ン
ト
レ
ァ
館
に
戻
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
工
事
は
、
各
ス
タ
ッ

フ
の
努
力
に
よ
り
順
調
で
、
工
期

短
縮
と
コ
ス
ト
の
削
減
に
成
功
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
巨
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
本
と
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
見
学
証
明
書
」
な
る
も
の
を

各
自
に
も
ら
っ
て
帰
路
に
つ
き
、

ほ
ぼ
予
定
通
り
、
名
訳
西
口
に
着

い
た
。
（
参
加
者
如
名
）

熱
田
・
南
伊
藤

.：：

驚
嶋鑑f“t

続
い
て
司
会
者
よ
り
山
本
氏
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
が
紹
介
さ
れ
た
。

Ｓ
ｎ
．
５
．
泥
岡
崎
市
明
大
寺
町
に

生
ま
れ
る

Ｓ
”
中
学
校
卒
業
し
織
田
板
金

工
作
所
に
入
社

Ｓ
拓
・
５
独
立
し
山
本
板
金
工
作
所

を
開
設

Ｈ
３
．
１
㈲
山
清
板
金
工
業
を
設
立

し
現
在
に
至
る

Ｓ
妬
～
愛
知
県
板
金
技
能
士
会

理
事
・
技
能
検
定
員

Ｓ
卵
～
職
業
訓
練
法
人
岡
崎
建
設

会
理
事
・
講
師

Ｓ
弱
～
愛
知
県
板
委
員
・
理
事
・

常
務
理
事

Ｓ
田
～
岡
崎
板
金
工
業
組
合
組

合
長

西
三
板
金
連
合
会
会
長

Ｈ
９
．
５
～
喝
・
５

岡
崎
技
術
工
学
院
理
事

長

Ｈ
略
・
４
～
現
在

岡
崎
技
術
工
学
院
学
長

Ｓ
的
・
皿
県
知
事
表
彰
優
秀
技
能

賞

Ｈ
４
・
皿
県
知
事
表
彰
認
定
訓
練

功
労

Ｈ
ｎ
．
皿
労
働
大
臣
表
彰
卓
越
技

能
章

Ｈ
巧
・
４
．
羽
黄
綬
褒
章
受
章

賀
袋
嚇
瀕
患

傍
山
本
ご
夫
妻

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

組
合
員
、
家
族
、
従
業
員
総
勢
剃

名
が
参
加
し
午
前
ｎ
時
よ
り
尾
張

板
金
連
合
会
会
長
平
野
克
彦
氏

の
力
強
い
挨
拶
の
後
に
、
佐
藤
忠

雄
氏
の
始
球
式
に
よ
っ
て
一
斉
に
、

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
が
つ
き
、
ゲ
ー
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
２
ゲ
ー
ム
の

ト
ー
タ
ル
で
順
位
を
争
い
、
ｎ
時

釦
分
に
ゲ
ー
ム
が
終
了
し
た
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
表
彰

式
を
行
い
、
特
別
賞
（
飛
賞
）
及

４
頁
へ
つ
づ
く

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

９
月
Ｍ
日
日
、
豊
山
町
の
わ
く

わ
く
ボ
ー
ル
に
於
い
て
恒
例
の

あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か
け
、
．
ほ

ほ
え
ま
し
い
挨
拶
と
な
っ
た
。

こ
の
後
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
尺

八
と
琴
の
す
ば
ら
し
い
演
奉
が
あ
っ

た
。
尺
八
は
愛
知
県
職
業
能
力
開

発
協
会
副
会
長
で
都
山
流
大
師
範

の
小
鴫
舟
山
氏
、
琴
は
生
田
流
師

範
の
大
久
保
純
子
氏
で
あ
っ
た
。

祝
宴
に
入
り
、
乾
杯
の
音
頭
を

県
板
理
事
長
の
関
藤
充
昭
氏
が
と

り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
進
行

し
た
。
中
締
め
を
岡
崎
技
術
工
学

院
理
事
長
の
楠
名
獄
済
氏
が
つ
と

め
、
岡
崎
板
金
工
業
組
合
副
組
合

長
の
加
納
重
幸
氏
が
閉
会
の
挨
拶

を
し
て
祝
の
会
を
と
じ
た
。

高
橋

夏
が
一
ヶ
月
遅
れ
て
来
た
様
な

残
暑
が
続
く
９
月
辿
日
㈲
、
昨
年

に
続
き
名
古
屋
板
金
連
合
会
は

「
中
部
国
際
空
港
（
セ
ン
ト
レ
ァ
と

見
学
会
を
開
催
し
た
。

ｸｸｸｸｸｸｸｸｸ

祝
辞
と
し
て
知
事
代
理
で
産
業

労
働
部
就
業
促
進
課
長
の
土
谷
義

春
氏
、
県
議
会
議
員
を
代
表
し
て

内
田
康
宏
氏
、
愛
知
県
職
業
能
力

開
発
協
会
専
務
理
事
の
牧
野
安
光

氏
、
そ
し
て
岡
崎
市
議
会
議
員
を

代
表
し
て
永
田
寛
氏
が
祝
の
言
葉

を
述
べ
た
。

続
い
て
花
束
と
記
念
品
の
贈
呈

が
あ
り
、
岡
崎
板
金
工
業
組
合
か

ら
の
記
念
品
は
同
組
合
員
の
山
内

和
夫
氏
が
製
作
し
た
銅
板
製
の
夫

婦
の
折
鶴
で
あ
っ
た
。

式
典
の
最
後
に
山
本
氏
よ
り
お

礼
の
挨
拶
が
あ
り
、
発
起
人
の
注

文
通
り
、
一
緒
に
堀
上
に
登
っ
た

奥
様
に
向
か
っ
て
「
オ
カ
ァ
サ
ン

し
平
野
克
彦
会
長
あ
い
さ
つ

し
展
望
台
か
ら
見
た

夕
ｌ
ミ
ナ
ル
ビ
ル

鍵 聯

ｸｸｸｸＺｸｸｸ

釦
分
予
定
）
の
都

合
で
、
最
初
の
見

学
場
所
の
ミ
ッ
カ

ン
酢
本
社
「
酢
の

里
」
に
皿
時
半
頃

到
着
し
た
。
駐
車

場
に
降
り
た
途
判
価

酢
の
甘
ず
つ
ぱ
い

香
り
が
し
て
き
た
。

黒
い
瓦
屋
根
、
黒

い
板
壁
、
昔
な
が

ら
の
趣
を
残
し
た

工
場
に
囲
ま
れ
た

一
口
垣

＃
毎
欝

午
前
８
時
釦
分
、
名
訳
「
メ
デ
ィ

ァ
ワ
ン
」
に
集
合
し
、
名
古
屋
高

速
か
ら
知
多
半
島
道
路
で
半
田
に

向
か
っ
た
。
空
港
島
内
見
学
バ
ス

の
時
間
（
３
時
釦
分
予
定
）
の
都

篭瀦蛎；

愛

･11群キ
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し
参
加
者

虫



③
携
帯
電
話
を
上
手
に
使
う
方
法

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
海

側
新
建
築
基
準
法
上
で
の
防
火
構

造
仕
様
に
つ
い
て

ア
イ
ジ
ー
エ
業
㈱

⑤
シ
ー
リ
ン
グ
・
充
填
材
・
接
着

剤
の
正
し
い
使
い
方

セ
メ
ダ
イ
ン
㈱

⑥
雨
水
の
利
用

水
た
ま
く
ん

三
井
商
会
㈱

レ
イ
ン
バ
ン
ク
・
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー

㈱
タ
ニ
タ
ハ
ウ
ジ
ン
ク

ウ
ェ
ア

こ
の
様
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
テ
ー

マ
で
あ
っ
た
の
で
、
広
く
浅
い
内

容
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
受
講
者

各
自
に
は
何
か
一
つ
位
は
得
る
も

の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
勉
強
会
の
終
了
後
、
こ
の
会

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
員
か

ら
と
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
次

年
度
の
参
考
に
し
た
い
。

第３８７号 板 平成１５年１０月１５日（４）

同
勉
強
会
を
開
催

９
月
各
支
部
の
動
き

３
頁
よ
り
つ
づ
き

び
全
員
に
参
加
賞
が
手
渡
さ
れ
、

組
合
員
と
共
に
親
睦
を
深
め
雨
楽

し
く
過
ご
す
事
が
出
来
た
。
午
後

岨
時
帥
分
に
解
散
。

男
性
の
部

優
勝
今
井
利
明
獅
獅

二
位
河
野
雄
治
畑
河

一
一
一
位
加
藤
昭
二
那
珂

女
性
の
部

優
勝
今
枝
由
美
子
班
獅

一
一
位
小
坂
裕
子
畑
斬

一
一
一
位
畠
山
美
恵
子
畑
斬

団
体
の
部

優
勝
西
春

二
位
一
宮

三
位
津
島

江
南
石
井

レ
ボ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む

組
合
員
や
家
族
の

み
な
さ
ん

九
月
二
十
九
日
快
晴

三
八
七
号
編
集
会
議

広
報
委
員
六
名
出
席

午
後
五
時
二
十
五
分
閉
会

圃
匡
腰
園

稿
を
待
っ
て
い
ま
す
。
写
真
も
送
っ
て
下
さ
い
。

広
報
委
員
会

西
三
板
金
連
合
会
は
略
年
度
の

主
要
な
事
業
と
し
て
勉
強
会
を
開

催
し
た
。
９
月
６
日
⑬
午
前
９
時

妬
分
よ
り
岡
崎
技
術
工
学
院
に
て

開
催
し
氾
名
が
受
講
し
た
。

ま
ず
西
俣
章
会
長
の
開
会
の
挨

拶
に
続
き
、
高
柳
一
男
県
板
副
理

事
長
が
挨
拶
し
た
。
そ
し
て
今
回

の
協
賛
会
社
で
あ
る
㈱
富
士
商
店

の
瀬
戸
社
長
の
挨
拶
が
あ
り
講
義

に
入
っ
た
。

勉
強
会
の
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
っ
た
。

川
講
演
「
安
全
に
対
し
て
真
剣

に
考
え
る
」

和
出
重
広
氏
（
近
藤
組

安
全
管
理
課
長
）

②
大
同
オ
ベ
ロ
ン
商
品
説
明

「
銅
板
屋
根
材
の
新
し

い
概
念
」
日
鉄
鋼
板
㈱

９
月
躯
日
、
碧
南
支
部
恒
例
の

行
事
で
集
団
検
診
が
あ
り
、
私
も

受
診
し
た
。
前
日
は
山
本
氏
の
祝

賀
会
に
出
席
し
、
宴
席
で
は
酒
の

量
を
ひ
か
え
た
。
い
つ
も
な
ら
２

次
会
の
旗
を
振
っ
て
い
る
私
だ
が
、

こ
の
日
だ
け
は
支
部
の
仲
間
３
人

と
一
緒
に
駅
へ
直
行
し
た
。
し
か

し
、
誰
言
う
と
も
な
く
「
こ
ん
な

に
早
く
帰
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
が

心
配
す
る
ぞ
」
。
と
い
う
訳
で
地

元
で
軽
く
一
杯
や
る
事
に
な
っ
た
。

店
に
入
っ
た
ら
、
仲
間
の
一
人
の

友
人
達
が
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、

我
々
も
そ
れ
に
引
き
ず
り
込
ま
れ

て
し
ま
っ
た
。
気
が
つ
い
た
時
に

は
、
４
人
で
ポ
ト
ル
ー
本
が
空
に

な
り
、
時
計
も
加
時
を
ま
わ
っ
て

い
た
。
明
朝
の
胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
と
血
液
検
査
に
影
響
が
な
い

か
心
配
だ
。

検
診
の
問
診
で
医
師
日
く
「
血

圧
が
少
し
低
め
で
す
ネ
。
こ
の
方

が
い
い
で
す
ョ
、
心
電
図
も
正
常

だ
し
、
大
病
し
た
事
無
い
で
し
よ
。

あ
な
た
み
た
い
な
少
し
ひ
弱
に
見

え
る
人
は
長
生
き
し
ま
す
ョ
。
ガ

ン
に
な
っ
た
り
、
事
故
に
会
わ
な

け
れ
ば
ネ
」
。
医
師
の
言
う
事
を

信
じ
た
い
。

高
橋

愛

し
勉
強
会
風
景

犬
山
支
部

略
日
例
会
加
名

江
南
支
部

胆
日
定
例
会
５
名

西
三
板
金
連
合
会

６
日
勉
強
会
氾
名

肥
日
三
役
会
皿
名

・
総
会
打
合
せ

ｎ
月
６
日
ひ
が
き
ホ
テ
ル

岡
崎
支
部

４
日
役
員
会
虹
名

・
県
板
、
連
合
会
、
青
年
部

等
の
報
告

．
即
周
年
記
念
事
業
に
つ
い

て

碧
南
支
部

蛇
日
集
団
検
診
肥
名

豊
田
支
部

週
日
第
６
回
役
員
班
長
会

・
各
種
報
告
岨
名

西
尾
支
部

過
日
役
員
会
巧
名

・
万
博
前
売
券
に
つ
い
て
他

知
多
支
部

過
日
～
過
日
青
年
部
ア
ー
ク

溶
接
講
習

肥
日
青
年
部
イ
リ
ノ
小
牧
工

場
見
学
会

東
三
支
部

６
日
定
例
会
羽
名

Ⅳ
日
青
年
部
定
例
会
８
名

即
日
青
年
部
イ
リ
ノ
エ
場
見

学
会

妬
日
三
役
会
６
名

名
古
屋
板
金
連
合
会

辿
日
中
部
国
際
空
港
、
他
見

学
会
如
名

千
種
支
部

型
日
支
部
会
２
名

・
尾
張
名
古
屋
の
職
人
展
に

つ
い
て
、
他

東
北
支
部

凪
日
・
犯
日
研
修
親
睦
旅
行 ■

伊
豆
伊
東
温
泉
別
名

中
村
支
部

型
日
定
例
会
皿
名

・
責
任
施
工
保
証
制
度
に
つ

い
て
、
他

中
支
部６

日
月
例
会
５
名

昭
和
支
部

８
日
支
部
会
廻
名

肥
日
・
羽
日
研
修
親
睦
旅
行

・
岡
山
湯
郷
温
泉
、
セ
キ
ス

イ
エ
場
見
学
、
他

瑞
穂
支
部

１
日
定
例
支
部
会
肥
名

熱
田
・
南
支
部

肥
日
定
例
会

肥
日
・
羽
日
研
修
親
睦
旅
行

（
昭
和
支
部
合
同
）

尾
張
板
金
連
合
会

皿
日
第
岨
回
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
剛
名

一
宮
支
部

肥
日
役
員
会
田
名

・
今
後
の
支
部
活
動
に
つ
い

て
、
他

躯
日
青
年
部
定
例
会

・
セ
キ
ス
イ
シ
ー
リ
ン
グ
説

明
会

春
日
井
支
部

８
日
定
例
会
腔
名

距
日
役
員
会
４
名

・
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

津
島
支
部

５
名
定
例
会
８
名

西
三
板
金
連
合
会


